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　人権擁護委員に杉原さん、教育委員は中村さん
　暑かった９月の不順天候も、彼岸前後から急に涼しくなりました。激しい気温の上下で体調もおかしくなりそうですが、皆さんにはお変わりありませんか。今年の夏は雨続きで桃もぶどうも不作の声がどこからも聞こえてきます。不況のなかの低価格で、農家の前途は芳しくないようです。でも、くだり坂があればのぼり坂もありますので、希望を持って来年の準備にとりかかりましょう。

　そんななか、町のほうでは合併説明会が連夜のように各地区で開かれる一方、９月定例議会も１２日から２２日まで、１１日間にわたり開会されました。９月議会は前年の決算審議がありましたので、普通の定例会より長い期間となりました。初日の１２日には金井町長から決算案や、人事案件など１７案件が提案されました。人事では、町の人権擁護委員の吉岡瞭さん（国府）の後任に、杉原啓美さん（鎮目・山口）が新しく選任され、教育委員は任期満了になる中村喜光さん（同）が、そのまま再任されました。二人には合併もからんで何かと忙しくなりますが宜しくお願いします。

　１４年度の町の決算額は、一般会計の予算額３４億５千万円に対し、支出額が３２億７千万円で、収入未済額など差し引いた差引残額は１億２千万。なんとか黒字が確保されました。このほか、主なところでは、国民健康保険が７億２千万円の調停額に対し、収入未済額が５千２百万もありました。国保のほか医療関係では、老人保健が６億円、介護保険が３億円など、合計では約１６億円にもなり７千人の町民の健康保持には、多額のお金が必要になっております。そのほか水道、温泉、下水など含めた合計では、収入済額が５７億２千４百万円、支出済額が５５億円で差引残額は２億３千万円となっています。詳しくは近く町の広報で発表されます。

　一般質問は２２日にあり３議員が質問しました。このなかでは、サンニチ新聞の投書欄をにぎわせたチャイルドシートの問題や、西関東連絡道などが質問されました。町の答弁では、投書問題は一部誤解があったり、職員の対応も不十分だったことが弁明されました。

また、西関東については、近く県から開通予定などの説明があるとのことです。以上が９月議会のおおよその報告です。

　そのほか、最近の状況では、１０月１日の町制祭では、鎮目区からは功績章に故鎮目正志さん、功労に高野悦員さん、神沢武重さんらが選ばれました。また、ダイヤモンド婚には萩原一・中子さんご夫妻、金婚では平岡宗夫・順子さん、上島行夫・大和さんのご夫妻が該当者となりました。ともにおめでとうございます。新しい公民館施設も１２月に完成します。皆で協力し立派なものにしましょう。では、１２月議会までさようなら・・・
